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Subject: 地上観測データのメタデータフォーマットに関する意見交換会

太陽研究者連絡会の皆様: 
京大生存研の林と申します。
飛騨天文台の上野さんよりこのメーリング リストを紹介して頂きました。

私は今年度よりスタートした「超高層大 気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究」
(http://www.iugonet.org/) という大学間連携のプロジェクトで仕事をしております。

当プロジェクト(略称をIUGONETといいます)では超高層大気の地上観測デー タに関するメ
タ情報のデータベースを構築することで、各研究機関が所 有する膨大な地上観測データの
有効利用を促進し、長期変動のメカニズ ムの研究につなげることを目指しています。

超高層大気の長期変動には 太陽活動の影響も大きいという観点から、太陽観測データも
対象にして おり、当プロジェクトには京大理・附属天文台(飛騨天文台)も参加して います。

現在、IUGONETの開発メンバーでメタデータフォーマットの策定作業を進 めているところ
ですが、将来IUGONET所属機関以外の地上観測所や、さら には人工衛星、数値シミュ
レーションのデータベースとの間でのメタデー タの共有が行えるよう、より使いやすい汎用性
のあるフォーマットを作 成するため、月に一度有志の方々と意見交換を行っています。

（後略）

--- 林 寛生 (京都大学生存圏研究所) mailto: hiroo@rish.kyoto-u.ac.jp / phone: 0774-38-3854 

11月27日付京大生存研林さんからの太陽研究者連絡会宛メール



大学間連携プロジェクトの目的

観測データの有機的な利用・総合解析を促進

する

超高層大気の長期変動のメカニズム解明を目

指す

IGY以来継続されてきた国際共同観測事業で
蓄積された地上観測データ(アナログ・デジタル)
の流通を図る（期間としては５０余年）



期待される使用例

Ex. 1992-2007年に流星レーダー(Jakarta)とMFレーダー(Tirunelveli, Pameungpeuk)で
観測された高度86kmにおける南北風（上）の長期変動

地球温暖化
による長期
トレンド？

太陽活動に
よる11年周
期の変動？

大気の自然
な長周期変
動？

他の超高層大気観測データ
にはどのような長周期の変
動が現れているか調べたい

メタデータ・データベース
を利用して、必要な観測
データを容易に検索・取得



他にも

・太陽彩層輝度と、地球に到達する日光スペクトルの紫外域強
度との相関の高さを利用した、太陽活動と地球気候変動との関
連性の調査

・地球極域でのコーラス（350Hz-2kHzの電波現象）と呼ばれる

現象が、太陽風や太陽活動現象と、磁気嵐などとの間をつなぐ
鍵となる現象であるかどうかの検証。

・ＶＬＦ帯電波から推定される雷空電強度と、太陽・惑星間空間
現象や電離層現象との時間的・空間的関係の解明。

などなど・・・

期待される使用例
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両極域から赤道域を連結する観測ネットワーク

■ MSTレーダー
▲ MF / 流星

レーダー
◆ MAGDAS/

地磁気観測
★ FM-CW

レーダー
■ OMTI光学観測

● WDC/地磁気観測所

昭和基地
SuperDARNレーダー２台
MFレーダー

オーロラ観測
地磁気多点観測点網
昭和・女川 ELF 同時観測

信楽MU
観測所

トロムソ
ISレーダー
流星レーダー
MFレーダー

★

★

★

アイスランド
オーロラ観測(2点)
地磁気観測(3点)

北海道HFレー
ダー(探査範囲)

飯舘・女川観測所赤道大気レーダー（EAR）

スバールバル： ISレーダー、

流星レーダー、オーロラ観測

SuperDARNレーダー

太陽望遠鏡

太陽望遠鏡



広汎な高度領域にわたる観測

太陽圏

プラズマ圏

大気圏

磁気圏

電離圏

中間圏

成層圏

対流圏

高
度

南極域

SDレーダ

オーロラ観測

地磁気観測

MF/流星 レーダ

北極域

ISレーダ

オーロラ

地磁気

MF/流星

太陽風域

電波望遠鏡

電波観測

グローバル
地磁気ネットワーク観測

電離圏レーダ

光学観測

地磁気

赤道域

MSTレーダ
MFレーダ
流星 レーダ

中緯度

ISレーダ
ライダ

光学観測

地磁気

南極 中低緯度 赤道 中低緯度 北極

WDC 収集･算出データ 観測所地磁気データ・地磁気活動度指数

太陽望遠鏡観測

太陽風

高緯度

IS & SDレーダ

光学観測

極地研の装置 九州大の装置 京都大の装置 東北大の装置 名古屋大の装置

太陽望遠鏡観測



観測データベースに関する現状の問題点

?
?

B研究所 C大A研究センター

極域オーロラ
データベース

太陽活動
データベース

地磁気指数
データベース

地磁気観測
専門家

・・・・・・

５０年間に渡るアナログデータを含む他分野のデータを
見つけ出すための手がかりが不足！！！

アナログ
データ アナログ

データ



メタデータ・データベース

メタデータ(メタ情報)とは？

メタデータのデータベースがあると...？

データに関する情報のこと。多くの観測データファイ
ルでは、ヘッダー部分の情報がメタデータに該当する。

多種多様な超高層大気観測データの検索・取得が容易になる

様々な種類のデータを利用した総合解析が可能になる

超高層大気の長期変動のメカニズム解明につながる

他分野の研究者がデータを利用するきっかけになる

分野横断的な研究を生み出す

- 観測時刻
- 装置の種類
- データの所在地
- データの使用条件

- 観測場所(緯度・経度)
- 観測責任者
- データフォーマット
- ... etc.



メタデータを活用した観測データベース利用

地磁気観測
専門家

A研究センター B研究所 C大

地磁気指数
データベース

太陽活動
データベース

極域オーロラ
データベース

・・・・・・

極域観測
専門家

太陽観測
専門家

メタデータを検索し、色々な機関の
多種多様な観測データの情報を取得！

メタデータDB メタデータ流通

メ
タ
デ
ー
タ
抽
出

XML

XML

アナログ
データ

アナログ
データ

アナログ
データ



プロジェクトの作業内容と年次計画

項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 備考

超高層大気科学
バーチャル情報拠
点の構築と運営

システム導入 システム更新 多点情報交換システムを各
機関に導入し、緊密な連携
体制を実現する

メタデータ・デー
タベースシステム
の作成

プロトタイプ
の開発

公開バージョ
ンの開発

システム更新 メタデータに関して、登
録・検索・配信などを行う
システムを開発する

メタデータの
フォーマット策定

Ver.1の策定 初年度にver.1を策定し、
以後必要に応じてアップ
デートを重ねる

データ可視化・解
析ソフトウェアの
開発

開発環境整備
仕様の策定

各機関が現在実施している
観測に適合した解析ソフト
ウェアの開発を進める

観測データのデー
タベース化

まだデータベース化されて
いない観測データのデータ
ベース化を進める

メタデータの抽出
策定されたフォーマットに
基づき、メタ情報の抽出作
業を開始する

メタデータのデー
タベース化

メタデータをデータベース
化し、公開する

バーチャル情報拠
点の拡大

成果を総括し、関連他分野
への拡大・統合を検討する

後半は過去20年以上にわたって蓄積さ
れた観測データを中心に扱う

後半は過去20年以上にわたって蓄積さ
れた観測データを中心に扱う



飛騨天文台における取り組み
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メタデータ 提供予定データ (目標)

1. FMT-イベントリスト
2. FMT-イベントムービー
3. FMT-リアルタイム画像
4. FMT-デジタル生データ
5. SMART-Hα太陽全面多波長データ
6. SMART-Hα部分拡大多波長データ
7. SMART-Hαリアルタイム多波長画像
8. SMART-イベントカタログ
9. SMART-イベントムービー
10. SMART-太陽全面磁場データ
11. DST-Hα部分拡大多波長画像
12. DST-Hα部分拡大多波長データ
13. DST-分光観測クイックルック画像
14. DST-分光データ

※ FMT = Flare Monitoring Telescope
※ SMART = Solar Magnetic Activity Research Telescope
※ DST = Domeless Solar Telescope 
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赤字のデータセット：
既にデータファイル自体もＷｅｂ上に存在し、
メタデータとその検索システムが完成すれば
速やかにデータファイルのダウンロードも
可能なもの

紫字のデータセット：
データファイルの準備が未完成で、過去の
データから順次追加作成作業を進める必要
のあるもの

青字のデータセット：
データファイルが紙などのアナログ的媒体に
記録されており、今後デジタル化を進める
予定のもの

緑字のデータセット：
データファイルはデジタルだが、テープや
ローカルＨＤＤなどに保管されており、
メタデータを通してユーザーから届くリクエス
トに応じてスタッフが処理などの後、提供す
る形体のもの



当プロジェクトの体制と拡張性

京大・生存研

京大・理・
附属天文台

京大・理・地磁気センター

バーチャル情報
拠点による連携
強化

観測DB
(+解析ソフト)

極地研

名大・STE研

地磁気研究
コミュニティ

地磁気研究
コミュニティ 赤道大気研究

コミュニティ

赤道大気研究
コミュニティ

国内他機関・大学
海外研究者

他の太陽・地球
科学データベー
スとの連携

太陽物理学
コミュニティ

太陽物理学
コミュニティ

電磁気圏研究
コミュニティ

電磁気圏研究
コミュニティ

極域研究
コミュニティ

極域研究
コミュニティ

東北大・
PPARC

磁気圏研究
コミュニティ

磁気圏研究
コミュニティ

九大・宙空研

地磁気研究
コミュニティ

地磁気研究
コミュニティ

XML

XML

XML

XML

XML

XML

XML

メタ情報DB

超高層大気科学
バーチャル情報拠点

衛星、数値モデルデー
タへの拡張



所属機関以外の方々からのインプット

19

・ ユーザーとして当データベースを利用される

場合の、解析してみたい研究テーマと、その
時にあると便利な可視化・解析支援ツールの
内容

・ 将来、他のデータ検索システムと統合して

使用する場合や、お手持ちのデータセットを
当データ検索システムに登録される場合を
想定した、メタデータの内容・フォーマットに
対するリクエスト ⇒ 毎月第四火曜日に、

所属機関以外の方々を含めた
オープンな意見交換会を開催中



解析ソフトウェアの開発

解析ソフトウェアのベースとし
て、IDL(Interactive Data 
Language)を使用する方針。

IDL Virtual Machine（コンパイ
ルしたIDLスクリプトを実行す
る環境）を利用して、解析ソフ
トウェアを配布する予定。

内部磁気圏探査衛星ERGプロジ
ェクトと協力しながら、解析ソ
フトを開発。

解析ソフトウェアのイメージ

複数データの
スタックプロット

GUIによる

操作
2次元画像

データ表
示



メタデータフォーマットの検討ポイント

共通メタデータフォーマットに求められるもの

• 多様なデータを説明するために必要十分な、要素、項目、
単語が揃っていること

• 日本の超高層分野のデータに最もマッチし、かつ汎用性・拡張
性があるフォーマットを踏襲

– 超高層分野の様々な観測データをうまくカテゴリー分けして
記述できる

– データセットとデータファイル両方を記述可能

– 数値データ、カタログリスト、さらに非デジタルデータ(記録
フィルム、印刷プロット)などのデータ保存形式に対応してい
るとよい

– 要素、項目、単語の拡張が可能

– ドキュメント、ツールが揃っている



メタデータフォーマットの雛型

SPASE
http://www.spase-group.org/

太陽、惑星間空間、地球磁気圏の人工衛星
観測に関連する研究リソースを包括的
に表現するデータモデルに基づいて作
られた、メタデータフォーマット

特徴:
•メタデータはXMLファイルとして管理

•元々太陽地球Space physics分野データの記述の
ために開発された (現在も開発は続行中)

•↑と密接な関係にある地球超高層大気分野の
データの記述にも使える

•VxOに採用されるなど広く使われている

•フォーマット、関連ツールは全て公開

•要素、単語の拡張が可能

特徴:
•メタデータはXMLファイルとして管理

•元々太陽地球Space physics分野データの記述の
ために開発された (現在も開発は続行中)

•↑と密接な関係にある地球超高層大気分野の
データの記述にも使える

•VxOに採用されるなど広く使われている

•フォーマット、関連ツールは全て公開

•要素、単語の拡張が可能

IUGONETではSPASEをベースにしたフォーマットを策定中



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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どのようなデータを所有している他機関の
方々の参画が望まれているか？



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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１９５０年１月１５日Ｃａ線全面像



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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１９６４年１月５日Ｈα線全面像



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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１９６８年７月２０日白色光全面像



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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１９７８年１１月コロナグラフ撮像データ



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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１９２９年以降の黒点相対数



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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まさに５０年スケールでの
地球大気長期変動との関連
を調べる上で役に立ちそうな
データが多く揃っている。

メタデータの共有化により、
これらのデータの検索率・
活用頻度の増大も期待できる。



関連の深い他機関の太陽観測データ例
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さらに、ＹＯＨＫＯＨやＨＩＮＯＤＥ等、
人工衛星による安定した連続観測データの
重要性も大きい。

ＤＡＲＴＳやＶＳＯとの共有化のために必要な
メタデータのあり方・インターフェースとは？



最後に
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当大学間連携事業との連携に興味をお持ち
の方、特にメタデータの共有について興味を
お持ちの方は、ディレクターの林さんまで御
連絡を・・・

林 寛生 さん (京都大学生存圏研究所) 
mail: hiroo@rish.kyoto-u.ac.jp 
phone: 0774-38-3854 





SPASEメタデータ例: 
SuperDARN 北海道-陸別HFレーダー

ResourceIDのリンクによって、リソース間の

関係を記述する

ResourceIDのリンクによって、リソース間の

関係を記述する

データセットのメタデータ

観測機器のメタデータ

観測サイトのメタデータ
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